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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、
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公民館では年間を通してさまざまな主催講座が行われています。公民館では年間を通してさまざまな主催講座が行われています。
今年今年５５月月～6～6月に実施月に実施しした講座に参加された方々に、感想を寄せていたた講座に参加された方々に、感想を寄せていた

だきました。講座の雰囲気を味わっていただければと思います。だきました。講座の雰囲気を味わっていただければと思います。

講座参加者の声

４
歳
に
な
る
娘
は
ブ
ロ
ッ
ク
遊
び
や

ビ
ー
玉
コ
ー
ス
タ
ー
が
大
好
き
で
す
。

そ
の
た
め
「
ピ
タ
ゴ
ラ
コ
ー
ス
」
と
い

う
講
座
名
に
惹
か
れ
て
、
こ
の
体
験
型

講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
教
育

学
が
ご
専
門
の
山
田
修
平
先
生
で
し
た
。

参
加
者
は
５
組
の
家
族
で
、
未
就
学

児
か
ら
小
学
校
低
学
年
の
お
子
さ
ん
が

多
い
印
象
で
し
た
。
今
回
参
加
者
が
体

験
し
た
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
、

カ
ー
ブ
や
直
線
の
レ
ー
ル
を
つ
な
げ
、

ピ
ン
ポ
ン
玉
く
ら
い
の
ボ
ー
ル
が
転
が

せ
る
傾
斜
の
あ
る
コ
ー
ス
作
り
で
す
。

講
座
の
前
半
は
練
習
も
兼
ね
て
参
加
者

全
員
で
一
つ
の
単
純
な
コ
ー
ス
を
作
り
、

後
半
は
各
家
庭
が
自
由
に
コ
ー
ス
を
作

る
と
い
う
流
れ
で
し
た
。
娘
に
と
っ
て

は
、
保
育
園
と
は
違
う
同
世
代
の
友
達

と
楽
し
く
遊
ぶ
良
い
機
会
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
コ
ー
ス
づ
く
り
に
熱

中
し
て
い
る
傍
ら
、
山
田
先
生
か
ら
保

護
者
向
け
に
様
々
な
教
育
に
関
す
る
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
「
遊

び
の
中
で
、
子
ど
も
自
身
に
ゲ
ー
ム
の

ル
ー
ル
や
ゴ
ー
ル
、
課
題
を
設
定
さ
せ

た
ほ
う
が
良
い
」
と
い
う
も
の
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
経
験
を
さ
せ

る
と
「
非
認
知
能
力
」
と
呼
ば
れ
る
将

来
の
幸
福
度
に
つ
な
が
る
能
力
が
育
ま

れ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

そ
し
て
今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
昔
よ
り

も
そ
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
確
か
に
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な

ど
の
遊
び
で
も
学
校
の
勉
強
で
も
、
他

人
か
ら
与
え
ら
れ
た
ル
ー
ル
や
ゴ
ー
ル

に
向
か
っ
て
作
業
す
る
機
会
が
多
く
な

り
が
ち
な
印
象
で
す
。
ま
た
、
自
身
と

娘
と
の
こ
と
を
思
い
返
し
て
み
る
と
、

一
緒
に
遊
ん
で
い
る
と
き
に
、
こ
う
し

た
ら
上
手
く
い
く
な
ど
、
親
の
考
え
る

ゴ
ー
ル
に
向
か
っ
て
誘
導
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
話
を
聞
い
て
か
ら
は
、
そ
ん

な
自
分
を
反
省
す
る
と
と
も
に
、
娘
の

幸
せ
を
願
い
な
が
ら
「
自
分
で
決
め
て

み
て
ご
ら
ん
」
と
言
っ
て
み
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。

講
座
の
２
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
、
親
子
で
楽
し
め
、
学
び
も
多
い

有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
終
始
み
ん
な
笑
顔
で
と
て
も

良
い
雰
囲
気
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
２
０
２
２
年
５
月
２９
開
催
）

親
子
が
楽
し
め
、
学
び
も
多
い
親
子
講
座

―�
「
親
子
で
遊
ぼ
う
・
考
え
よ
う
～
こ
ろ
こ
ろ
ピ
タ
ゴ
ラ
コ
ー
ス
を

作
っ
て
遊
ぼ
う
～
」
を
受
講
し
て
―

西
尾　

直
子

講師の山田修平さん

うまく転がるかな？ 公民館の状況▲

８日（木）夜　ブッククラブ　宇佐見りん『かか』

１７日（土）昼　図書室のつどい『裁判官のつぶやき』

１８日（日）昼　版画をつくってみよう！

� ～プレス機体験ワークショップ

２５日（日）昼　C
シ ネ ボ ッ ク ス

INEVOX『近松物語』

３０日（金）昼～「書く」ワークショップ

� 「心のままに、思いを綴る～“自分”を書いてみよう～」

10月１８日（火）夜　★自治と民主主義を学ぶ

� 「地域で社会問題を解決する方法　　　　　　

� ～コミュニティ・オーガナイジング入門～」

２１日（金）夜　図書室のつどい

� 『目の見えない白鳥さんとアートを見にいく』

★はオンライン受講可能の講座です。

今月の公民館（９月～１０月中旬）

公民館　☎（５７２）５１４１

講座の開催状況などに変更があった場合は、公民
館入り口付近への掲示や、ホームページでお知ら
せします。ご不明の点はお問合せください。
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水
島
英
己
先
生
に
よ
る「『
万
葉
集
』

を
読
む
」
連
続
講
義
に
初
め
て
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
貴
重
な
勉
強
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
数
が
限

ら
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
私
が
新
た
に

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
論
点
に
絞
っ

て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講師の水島英己さん

講
義
の
な
か
で
は
、『
万
葉
集
』
編

者
大
伴
家
持
と
彼
が
生
き
た
時
代
背
景

に
つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
大
伴
氏
は
、
武
烈
以
降
四
代
の

天
皇
に
仕
え
た
大
伴
金
村
を
始
祖
と
し

て
、
朝
廷
の
軍
事
指
導
者
を
輩
出
し
て

き
た
家
柄
で
し
た
。
代
々
「
ま
す
ら
を

の
職つ

か
さ

」
と
し
て
朝
廷
を
支
え
て
き
た

名
門
貴
族
大
伴
氏
が
、
家
持
の
時
代
に

は
藤
原
不
比
等
以
降
台
頭
す
る
新
興
貴

族
藤
原
氏
の
権
勢
に
次
第
に
圧
倒
さ
れ

て
ゆ
き
ま
す
。
家
持
最
後
の
長
歌
「
族う

が
ら

を
諭
す
歌
」（
四
四
六
五
）
は
、「
君
の

御
代
御
代　

隠
さ
は
ぬ　

明あ
か

き
心
を

す
め
ら
辺
に　

極
め
尽
し
て　

仕
へ
来

る　

祖お
や
の
職つ

か
さ

と　

言
立
て
て
」「
祖
の

名
絶
つ
な　

大
伴
の　

氏
と
名
に
負
へ

る　

ま
す
ら
を
の
伴と

も
」
と
歌
い
上
げ
ま

す
。
こ
の
長
歌
か
ら
は
、
名
門
貴
族
の

出
自
に
対
す
る
高
い
矜
持
と
大
伴
家
の

没
落
を
食
い
止
め
よ
う
と
す
る
悲
痛
な

覚
悟
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

『
万
葉
集
』
に
多
数
収
録
さ
れ
て
い

る
「
防
人
の
歌
」
に
は
、
難
波
で
防
人

の
管
理
を
担
当
し
た
家
持
自
身
の
「
ま

す
ら
を
」
の
長
と
し
て
の
心
情
が
防
人

を
主
語
と
し
て
歌
い
こ
ま
れ
て
い
る
こ

と
も
、
今
回
初
め
て
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
防
人
の
情こ

こ
ろ

と
為
り
て

作
る
」
長
歌
（
四
三
九
八
）
で
「
大
君

の
命み

こ
と

恐か
し
こ

み　

妻
別
れ　

悲
し
く
は
あ

れ
ど　

ま
す
ら
を
の　

心
振
り
起
し　

取
り
装
ひ　

門
出
を
す
れ
ば
」
と
防
人

に
歌
わ
せ
て
い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
時

に
玉
砕
報
道
の
冒
頭
に
流
さ
れ
た
「
海

行
か
ば
」の
歌
詞
は
、家
持
の
長
歌「
出

金
詔
書
」（
四
〇
九
四
）
の
文
脈
で
は
、

「
大
伴
の　

遠
つ
か
む
お
や
の　

其
の

名
を
ば　

お
ほ
く
め
ぬ
し
と　

お
ひ
持

ち
て　

仕
へ
し
つ
か
さ
」
の
直
後
に
置

か
れ
、
歌
の
後
に
は
「
人
の
子
は　

お

や
の
名
絶
た
ず　

大
君
に
ま
つ
ろ
ふ
も

の
」と
続
き
ま
す
。
こ
の「
海
行
か
ば
」

は
、
ま
さ
に
武
門
の
名
門
大
伴
氏
の
栄

光
の
歴
史
を
継
承
す
る
決
意
を
歌
い
上

げ
た
歌
で
し
た
。

五
回
の
講
義
で
は
も
ち
ろ
ん
家
持
の

長
歌
短
歌
の
秀
作
の
解
説
に
主
要
な
時

間
が
割
か
れ
た
こ
と
は
、
い
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
意
味
で
は
、
私
の

感
想
は
個
人
的
関
心
に
ひ
き
つ
け
す
ぎ

た
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
限
ら

れ
た
紙
数
で
ご
く
一
般
的
な
感
想
を
述

べ
る
よ
り
も
、
生
涯
忘
れ
な
い
で
あ
ろ

う
「『
万
葉
集
』
発
見
」
の
感
動
を
お

伝
え
し
た
ほ
う
が
よ
い
と
考
え
た
次
第

で
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
水
島

英
己
先
生
に
心
か
ら
感
謝
の
気
持
ち
を

表
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

（
２
０
２
２
年
５
月
２７
日
・
６
月
３
日

・
１０
日
・
１７
日
・
２４
日
開
催
）

『
万
葉
集
』
発
見
の
喜
び

　 

―
「
古
典
講
座
『
万
葉
集
』
を
読
む
」
を
受
講
し
て
―平た

い
ら

子こ　

友と
も

長な
が

『万葉集』を丁寧に味わいました

講　師　大塚　敦子（ジャーナリスト、�
� ノンフィクション・写真絵本作家）

毎日を過ごすなかでふと、私はこれまでどんな人生を
歩んできたのだろう、と立ち止まることはありませんか。
今回は、様々な場所で「心のライティング」（書くこと
で自分を知り、よりよく生きる糧とすること）のワークシ
ョップを実践されている大塚さんを講師に、人生のさまざ
まな経験を見つめ、言葉にしていきます。書くことは自分
のほんとうの気持ちに気づく助けになります。また、一人
ではなくグループで書くことで、多様な価値観を知り、世
界を広げてみましょう。書いたものを他の人と共有するか
どうかは自由ですので、気楽にご参加ください。

第１回　「お互いを知り合う」�
と　き　９月３０日（金）

第２回　「自分の人生を振り返る」�
と　き　１０月７日（金）

第３回　「自分を知る（１）」�
と　き　１０月１４日（金）

第４回　「自分を知る（２）」
と　き　１０月２１日（金）

第５回　「自分を知る（３）」�
と　き　１０月２８日（金）

第６回　「そして、これから」
と　き　１１月４日（金）

時　間　�すべて昼２時～４時
　　　　全６回
場　所　�公民館　３階集会室（１０／２８、１１／４のみ音楽室）
定　員　１２名　対　象　シニア世代の方
持ち物　ノート、ペン
申込先　９月９日（金）朝９時～　公民館☎（５７２）５１４１

〈シニア世代対象／「書く」ワークショップ〉

心のままに、思いを綴る～“自分”を書いてみよう～

あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。
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学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

お　話　門
もん

口
ぐち

　正
まさ

人
ひと

（元名古屋高等裁判所長官）

裁判官として所長や長官を歴任された門口さんは、かつ
て「余分なものは書くべきではない」と諭され、書くもの
といえば裁判関係文書ばかりだったそうです。裁判官退官
後は弁護士となり、多数の実務書や一般書を上梓されてい
ます。なかでも本書は、長年の裁判官経験を硬軟織り交ぜ
た語り口でまとめたエッセイ集です。
門口さんのお話から、私たちがふだん知る機会のない裁

判官の「横顔」に触れてみませんか。
〈門口さんからのメッセージ〉
これまでも、身近な裁判所、分かりやすい裁判を目指し

たお話をしてきましたが、公民館からお声をかけられるの
は初めてで正直驚きました。折角の機会ですから、裁判所
の敷居は高い、裁判は分かりにくい、裁判官は何を考えて
いるのだろうといった不満や疑問が少しでも解消されるよ
うなお話ができればと願っています。

〈門口さんの本〉
表題作（法曹会）、『裁判官　フランスを歩く―フランス

の社会・司法事情』（青木書院）ほか

と　き　９月１７日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール
定　員　４０名（申込先着順）
申込先　９月７日（水）朝９時～公民館☎（５７２）５１４１

〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉

裁判官のつぶやき裁判官のつぶやき

お　話　川
かわ

内
うち

　有
あり

緒
お

（ノンフィクション作家）�

	 白
しら

鳥
とり

　建
けん

二
じ

（全盲の美術鑑賞者・写真家）

「なにが見えるか教えてください。」白鳥さんのその一言
で美術鑑賞が始まります。
白鳥さんは全盲の美術鑑賞者で、年に何十回も美術館に
足を運びます。著者の川内さんは、友人の紹介から白鳥さ
んと出会い、ともに各地の美術館等を巡るようになりまし
た。初めは、目が見えない人が美術作品を「見る」とはど
ういうことなんだろう、と思う川内さんでしたが、一緒に
鑑賞しながら会話を重ねていく中で、多くの新たな気づき
を得ていったそうです。アートのこと、生きること、社会
のこと、しょうがいを持つということ……ともにアートを
鑑賞するということを通して、見えてきたことについて、
お二人にお話しいただきます。

〈川内さんの本〉
表題作（集英社インターナショナル）、『バウルを探して
完全版』（三輪舎）、『空をゆく巨人』（集英社）ほか

と　き　１０月２１日（金）夜７時～９時	
ところ　公民館　地下ホール
定　員　４０名（申込先着順）
申込先　９月16日（金）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１

〈図書室のつどい〉〈図書室のつどい〉
目の見えない白鳥さんとアートを見にいく

プレス機を使って、本格的な版画を体験してみません
か？　紙の版（ドライポイントプレート）とプレス機を使
って版画を作ります。紙の版に、線を描いたり、切った
り、はがしたりして、インクを詰めて刷ると、銅版画のよ
うな作品ができ上がります。

講　師　タダ　ジュン（イラストレーター・版画家）�

	 さかた　きよこ（版画家）�

	 山本　佳奈枝（版画家）

と　き　９月１８日（日）昼１時～４時
	 第１部	 昼１時～２時半
	 第２部	 昼２時半～４時
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
定　員　２０名程度（各部１０名程度）
	 申込先着順・２部入替制
申込先　９月８日（木）朝９時～
	 公民館☎（５７２）５１４１
材料費　３００円
持ち物　エプロン（よごれてもよい服装）、
	 ハガキサイズぐらいの下絵（なくても可）

※所要時間は１時間程度です。定員を超えた場合は、締
め切らせていただきます。完全入れ替え制ですので、申し
込まれたお時間に間に合わない等、不都合がありましたら
ご連絡ください。

 
「はじめての銅版画」展

同時開催！同時開催！

創作講座「はじめての銅版
画―Etching Work Shop―」
の作品展を行います。一人ひ
とり個性豊かな作品ができ
ました。ぜひ見に来てくださ
い！

と　き　９月１３日（火）～
	 １８日（日）昼２時まで
ところ　公民館　１階市民交流ロビー
問合先　公民館☎（５７２）５１４１

版画をつくってみよう！ ―プレス機体験ワークショップ

過去の展示の様子
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https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

講　師　内藤　千珠子
� （大妻女子大学・近現代日本語文学）

と　き　９月８日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　３０名（今年度すでに申込済の方は申込不要です。）
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊�この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が「読
み」を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

〈くにたちブッククラブ　感傷から遠く離れて〉〈くにたちブッククラブ　感傷から遠く離れて〉

宇佐見りん『かか』宇佐見りん『かか』
（河出文庫）（河出文庫）

講　師　藤井　敦史（立教大学）

私たちの社会では、コロナ禍によって深刻化した社会的
孤立などの様々な社会問題や地域課題に、多くのＮＰＯや
市民活動が実践を展開しています。そこでは民主主義の主
体である市民自身がパワーを取り戻し、自ら政治や実践に
参加して、共同・協働することが求められています。
そこで今回は、社会問題解決の手法＝「コミュニティ・

オーガナイジング」の考え方を学びます。「社会を変え
る」とは大それたことではなく、私たちの日々の暮らしを
豊かにし、自分自身の生き方を捉え直すことから始まりま
す。まずはこの小さな学びの場に参加してみませんか。

〈藤井さんの本〉
共訳書『社会はこうやって変える！―コミュニティ・オ

ーガナイジング入門』（法律文化社）、編著書『社会的連帯
経済―地域で社会のつながりをつくり直す』（彩流社）など

と　き　１０月１８日（火）夜７時～９時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　会場：２５名　オンライン：２０名（申込先着順）
申込先　９月１３日（火）朝９時～１０月１6日（日）夕５時まで
　会場受講：公民館☎（５７２）５１４１
オンライン受講：sec_kominkan@kunitachi.city.lg.jp
オンライン受講申込みメールに以下を明記ください。
　件名：１０／１８「地域で社会問題を解決する方法」申込
　本文：①氏名　②ふりがな　③住所　④電話番号

※�当日、参加者側の環境における音声・映像の不具合のお
問い合わせには対応できません。ご了承ください。

監督　溝口健二　原作　近松門左衛門
劇作　川口松太郎　脚本　依田義賢　撮影　宮川一夫
出演　長谷川一夫、香川京子、南田洋子、進藤英太郎、
　　　小沢栄太郎、浪花千栄子、田中春男　ほか

近松門左衛門の「大
だい

経
きょう

師
じ

昔
むかし

暦
ごよみ

」
を巨匠・溝口健二が映画化。周囲
の誤解から不義密通の罪を着せら
れてしまった男女がやがて本当に
惹かれ合うようになり、愛を全う
して、最後は刑場へ引かれていく
という物語を、溝口は、ひたすら
美しく情熱的に描き切り、自身の
代表作の一つとした。主演の長谷
川一夫、香川京子も、溝口の要求
に応え、まさに一世一代、渾身の熱演を見せた。

と　き　９月２5日（日）昼２時～（開場昼１時）
ところ　公民館　地下ホール
定　員　５０名（申込先着順）
申込先　９月１４日（水）朝９時～
� 公民館☎（５７２）５１４１

＊�事前申し込み制となっています。必ず電話もしくは窓口
にて事前にお申し込みください。
＊�新型コロナウイルス感染予防のため、途中で１０分程度、
換気のため休憩を設けます。ご了承ください。

〈〈CC
シ ネ ボ ッ ク スシ ネ ボ ッ ク ス
INEVOXINEVOX　公民館映画会〉　公民館映画会〉

『近松物語』『近松物語』
大映京都　1954年　白黒102分　※ＤＶＤ版大映京都　1954年　白黒102分　※ＤＶＤ版

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

８
月
９
日
（
火
）
第
３３
期
第
２２
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
館
長
、
職

員
２
名
出
席
。
傍
聴
人
２
名
。

前
回
議
事
録
確
認

〇
若
干
の
修
正
を
確
認
し
た
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
の
会
、
東
京
都
公
民
館

連
絡
協
議
会
に
関
す
る
報
告
が
あ
っ
た
。

協
議
事
項

〇
２
０
２
１
年
度
事
業
・
決
算
報
告
に

つ
い
て
は
、
次
回
報
告
と
な
っ
た
。

〇
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

時
に
お
け
る
教
育
機
関
と
し
て
の
公
民

館
事
業
に
つ
い
て
」
の
答
申
に
向
け
て
、

答
申
一
次
案
の
検
討
を
行
っ
た
。
前
回

定
例
会
で
の
意
見
や
７
月
２７
日
の
班
長

会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
等
を
共
有
し
た

後
、
答
申
一
次
案
に
つ
い
て
、
前
回
か

ら
変
更
し
た
点
な
ど
を
中
心
に
、
記
録

班
、
ア
ン
ケ
ー
ト
班
、
学
習
会
班
、
検

証
班
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。
検
証
・
提

言
・
文
案
執
筆
班
か
ら
文
書
と
口
頭
に

よ
り
進
捗
状
況
や
懸
案
事
項
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

〇
職
員
体
制
充
実
等
に
向
け
た
２
０
２

２
年
度
要
望
に
向
け
て
、
内
容
・
時
期

の
案
が
示
さ
れ
、
次
回
以
降
継
続
審
議
。

次
回
９
月
１３
日
（
火
）
夜
７
時
１５
分

か
ら
地
下
ホ
ー
ル
。
感
染
予
防
の
上
、

傍
聴
歓
迎
。

（
鴇
田
）

・�自宅で検温してからお越しください。
・�マスクの着用と手指の消毒にご協力ください。
・会場はこまめに換気してください。

公民館へご来館の際のお願い

〈自治と民主主義を学ぶ〉

地域で社会問題を解決する方法
～コミュニティ・オーガナイジング入門～

オンライン
受講可能
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

　 申込みに重なりがあった団体へのお知らせ

以下の表の日程で、会場別ポスト付近に団体名を掲示
します。公民館のホームページでもお知らせします。

―公民館の会場予約のご案内――公民館の会場予約のご案内―
公民館の会場をより多くの団体が利用できるよう、事前に会場調整の機会を設けています。引き続き、感
染予防対策のため、ご協力をお願いいたします。
１１月～２月（ロビーは１２月～３月）の利用希望は以下の方法で、申込みを行ってください。

■今後の会場調整会日程� （※いずれも午前１０時～）

使用希望月（ロビー） 申込書のポスト投入期間 重なり団体の掲示日 ※会場調整会

１１月（１２月） ９月３日（土）～９月２１日（水） ９月２３日（金）～ １０月１日（土）

１２月（１月） １０月１日（土）～１０月２７日（木） １０月２９日（土）～ １１月５日（土）

１月（２月） １１月５日（土）～１１月２４日（木） １１月２６日（土）～ １２月３日（土）

２月（３月） １２月３日（土）～１２月２２日（木） １２月２４日（土）～ １月７日（土）

★ 「公民館会場等使用調整会参加申込書」の提出

公民館１階入口正面の会場別ポストに「参加申込書」
を入れてください。
ポスト投入期間は、以下の表（■今後の会場調整会日
程）のとおりです。

調整会へは、１団体１名、第１希望が取れなかった場合の別の候
補日や会場を想定して、最終的な判断ができる方がご参加くださ
い。（開始時間に遅れたり、不参加の場合は、使用希望は取り消
しとなります。）

…会場調整会への参加…会場調整会への参加掲示のあった団体掲示のあった団体 掲示のなかった団体掲示のなかった団体

会場調整会翌日以降�
２階事務室へ本申込みに
お越しください。
（会場調整会当日は、本
申込みはできません。）

★ 「参加申込書」を提出していない団体の予約方法★ 「参加申込書」を提出していない団体の予約方法

・２階事務室での受付…調整会当日の午後２時～
・電話での仮予約…調整会当日の午後３時～
※受付時間：午前９時～午後５時（月曜、祝日、年末年始を除く）

＊�詳細や不明な点は、公民館までお問合せください。
＊�会場調整会は、公民館利用者連絡会のご協力によ
り実施しています。

� 公民館☎（５７２）５１４１

「参加申込書」は、入口正面にあるポ
ストに投入してください。

▲QRコードからもご確認いただけます。

※

会会場場

 ：    ～  ：  

 ：    ～  ：  

集会室
講座室
中集会室

　　月　　日(　)

　　月　　日(　)

申込者名

住所

実習室
ロビー

　　月　　日(　)

ホール
音楽室

公民館会場等使用調整会参加申込書団体名

電話番号

ご利用希望会場に○印をつけてください
使使用用時時間間(24時間制)

月月  日日

 ：    ～  ：  

 ：    ～  ：  

 ：    ～  ：  

裏面も必ずご覧ください。

　　月　　日(　)

　　月　　日(　)

投函日

和室

小集会室

／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

国立市公民館
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「
や
さ
し
い
英
会
話
」
は
、
国
立
市

に
転
入
さ
れ
た
代
表
の
三
好
洋
子
さ
ん

が
、
２
０
１
３
年
に
地
域
の
方
た
ち
と

楽
し
く
英
会
話
を
学
ぶ
場
を
作
り
た
い

と
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク
ル
で
あ
る
。
初

め
は
少
人
数
だ
っ
た
が
、
現
在
は
１３
名

で
時
間
帯
で
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
昼
２
時
か
ら
の
①
は
テ
キ
ス
ト
も

使
っ
て
文
法
な
ど
も
学
び
な
が
ら
会
話

を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ
②
は
フ
リ
ー
ト
ー

ク
中
心
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
て
い
る
。

私
が
訪
問
し
た
日
は
月
に
２
回
の
外

国
人
講
師
が
来
る
日
。
最
初
の
①
の
ク

ラ
ス
か
ら
参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

最
初
に
イ
ギ
リ
ス
人
の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

さ
ん
が
「
コ
ン
ビ
ニ
に
百
均
の
コ
ー
ナ

ー
が
で
き
た
」
と
い
う
話
題
を
と
て
も

わ
か
り
や
す
い
英
語
で
投
げ
か
け
る
と

「
私
も
見
ま
し
た
」「
何
か
買
い
ま
し

た
か
」
な
ど
会
員
の
皆
さ
ん
が
英
語
で

返
す
。
ひ
と
し
き
り
英
会
話
の
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
が
弾
む
と
次
は
参
加
者
一
人

一
人
が
準
備
し
て
き
た
ト
ピ
ッ
ク
を
英

語
で
話
す
。
内
容
は
趣
味
の
俳
句
の
こ

と
、
梅
酒
を
漬
け
た
こ
と
、
財
布
を
失

く
し
た
こ
と
な
ど
日
常
生
活
の
身
近
な

話
題
。
一
人
が
話
し
終
え
る
と
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
さ
ん
や
他
の
会
員
が
質
問
し
た

り
、
関
連
す
る
自
分
の
体
験
を
話
し
た

り
で
盛
り
上
が
る
。
言
葉
が
出
て
こ
な

か
っ
た
り
通
じ
な
か
っ
た
り
す
る
と
、

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
７
１
〉

や
さ
し
い
英
会
話

―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

三
好
さ
ん
が
助
け
舟
を
出
す
。
英
語
で

表
現
で
き
な
く
て
「
日
本
語
で
言
っ
ち

ゃ
う
と
…
…
」
と
言
う
人
が
い
る
と
別

の
会
員
が
「N

o,no.T
ry

」
と
英
語
で

話
す
よ
う
に
励
ま
す
場
面
も
あ
っ
た
。

「
少
し
ず
つ
で
も
英
語
が
話
せ
る
よ

う
に
、
聞
け
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
が
う
れ
し
い
」「
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の

話
題
が
多
様
で
、
語
学
の
習
得
だ
け
で

な
く
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
」「
洋
画

を
吹
き
替
え
で
は
な
く
字
幕
で
見
る
よ

う
に
な
っ
た
」な
ど
、皆
さ
ん
こ
の
時
間

を
心
か
ら
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
よ
う
だ
。

英
語
の
勉
強
と
い
う
と
学
生
時
代
の

受
験
英
語
を
思
い
出
し
辛
い
気
持
ち
に

な
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ

ん
な
大
人
の
学
び
の
時
間
は
人
生
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
と
感
じ
た
。

２
年
前
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
入
会
希

望
の
方
た
ち
を
お
断
り
せ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
が
、
現
在
は
受
け
入
れ
可
能
だ

そ
う
だ
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
を
。

日
時　

毎
週
㈫
①
昼
２
時
②
３
時
半
～

場
所　

公
民
館

連
絡
先　

三
好　

０４２
（
８４８
）
４
６
３
２

�

〈
文
・
写
真
　
池
田
　
祐
子
〉

く
に
た
ち
市
民
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

第
４４
回
定
期
演
奏
会

ヴ
ェ
ル
デ
ィ「
ナ
ブ
ッ
コ
」序
曲
グ
リ

ー
ク
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
交

響
曲
第
４
番　

指
揮
和
田
一
樹
ピ
ア
ノ

富
永
愛
子　

千
円
、
高
校
生
以
下
無
料
。

日
時　

１０
月
２
日
㈰　

昼
２
時
開
演

場
所　

府
中
の
森
芸
術
劇
場

連
絡
先　

事
務
局
０８０
（
５４４５
）
９
２
９
２

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
講
習
会

プ
ロ
コ
ー
チ
に
よ
る
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
レ
ッ
ス
ン

で
す
。
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
。
対
象
者

中
学
生
、
高
校
生
。
参
加
費
無
料
。

申
込
締
切
９
月
２５
日
㈰

日
時　

１０
月
９
日
㈰
９
時
～
予
備
１６
日

場
所　

広
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先　

平ひ
ら

野の

（
５７６
）
７
８
１
５

国
立
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会
会
員
募
集

歌
好
き
の
仲
間
達
が
あ
な
た
の
ご
入

会
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
プ
ロ
講

師
の
指
導
に
よ
り
、
発
声
法
の
基
礎
か

ら
月
一
曲
を
仕
上
げ
唄
え
る
喜
び
を
ご

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
見
学
自
由
。

日
時　

第
２
、第
４
火
曜
日 

昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

音
楽
室

連
絡
先　

釼け
ん

持も
ち

（
５７６
）
２
４
９
５

平
日
の
ん
び
り
テ
ニ
ス
を
！

１
面
２
時
間
、
月
２
回
程
度
。
少
人

数
で
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
ま
す
。
で
き

れ
ば
６０
才
位
ま
で
の
方
。
七
転
び
八
起

き
が
モ
ッ
ト
ー
の「
だ
る
ま
会
」。
コ
ー

ト
で
の
新
し
い
出
会
い
が
始
ま
り
ま
す
。

日
時　

平
日　

月
２
回
程
度

場
所　

谷
保
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

連
絡
先　

上か
ん

林ば
や
し

（
５７７
）
２
８
０
６

く
に
た
ち
市
民
合
唱
団
団
員
募
集

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
、
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
も
絶
賛
さ
れ
た
ケ
ル

ビ
ー
ニ
の
レ
ク
イ
エ
ム
・
ハ
短
調
を
歌

い
ま
せ
ん
か
。
月
３
回
練
習
で
２
千
５

百
円
。９
月
は
７
日
・
１４
日
・
２１
日
で
す
。

日
時　

水
曜
日　

夜
６
時
半
～
９
時

場
所　

く
に
た
ち
福
祉
会
館
４
階

連
絡
先　

髙
橋
（
５７４
）
７
０
７
１

数
学
を
楽
し
む
集
い
（
９
月
期
）

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
作
っ
た
数
学
者
や

三
角
形
の
面
積
公
式
の
お
話
を
し
ま
す
。

数
学
に
か
か
わ
る
意
外
な
事
実
が
分
か

り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。
参
加
の
方
は
、
お
電
話
を
。

日
時　

９
月
１７
日
㈯
２４
日
㈯
昼
１
時
～

場
所　

公
民
館　

集
会
室

連
絡
先　

山
本
（
５７２
）
１
０
２
８

く
に
た
ち
国
際
友
好
会
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

９
月
の
国
際
理
解
講
座
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
専
門
家
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
副
理
事
長
の

角
井
信
弘
さ
ん
に
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
お

話
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
し
て
頂
き
ま
す
。
会

場
で
も
視
聴
可
能
。
要
事
前
登
録
。

日
時　

９
月
２２
日
㈭
夜
７
時
～
９
時

場
所　

公
民
館
中
集
会
室
＆
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

連
絡
先　

西
江
０７０
（
９０２０
）
７
８
３
８

シ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
参
加
者
募
集

令
和
４
年
度
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
振
興

事
業
。
さ
あ
、
楽
し
く
レ
ッ
ス
ン
し
ま

し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り
ペ
ー
ス
で
泳
ぎ
の

基
本
か
ら
、
公
認
指
導
員
が
担
当
し
ま

す
。
参
加
費
無
料
。

日
時　

９
月
２８
日
㈬
よ
り
計
６
回

場
所　

市
民
総
合
体
育
館
室
内
プ
ー
ル

連
絡
先　

堀
０９０
（
９８４８
）
４
６
７
８

英会話のキャッチボールが弾む

ひ
ろ
ば

今
年
も
赤
ト
ン
ボ
の

�

季
節
が
（
矢
川
）

撮
影　

和
賀　

一
さ
ん

（
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
く
に
た
ち
）

＊「
ひ
ろ
ば
」欄
投
稿
規
定
＊

市
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動

の
お
知
ら
せ
の
場
で
す
。
原
稿
の

締
切
り
は
掲
載
希
望
月
の
前
月
７

日
午
後
５
時
で
す
。
会
員
募
集
は

６
ヵ
月
に
一
回
掲
載
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
に
よ

り
翌
月
掲
載
と
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
提
出
も
可
能

で
す
。

＊「
ひ
ろ
ば
」写
真
募
集
中
＊

国
立
の
風
景
や
行
事
、
自
然
な

ど
の
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
公
民
館

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


